
令和2年3月4日 

一般社団法人次世代自動車振興センター 

 

令和元年度補正予算 

「クリーンエネルギー自動車導入事業費補助金（ＣＥＶ補助金）」に係るお知らせ 

 

令和元年度補正予算によるCEV補助金事業につきましては、当センターが事務局になることが決定し、

現在、準備を進めておりますが、今般、現時点で決定している補助スキームの概要、事業開始時期等に

ついて、下記の通りお知らせいたします。 

なお、令和２年度予算による CEV補助金事業につきましては、現在、予算案が国会で審議中ですので、

しばらくお待ちいただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．補助スキームの概要 

 ○令和元年度補正予算においては、災害による停電発生時の非常用電源の確保の観点から、車両では

外部給電機能を有する電動車、機器では外部給電器及びV2H充放電設備・設置工事費が補助対象と

なります。 

 ○また、地域の移動手段等としての活用を拡大するため、小型電動モビリティの導入補助も補助対象

となります。 

     ※小型電動モビリティとは、道路交通法施行規則に定める「ミニカー」で電動機のみで駆動

するもの。道路運送車両法上は、施行規則に定める「第一種原動機付自転車」に該当 

    【令和元年度補正予算によるCEV補助金事業のスキーム】 

補助対象車両種類・機器 補助スキームの概要 

車両 

電気自動車 令和元年度と同一のスキーム 

プラグインハイブリッド自動車 令和元年度と同一のスキーム 

燃料電池自動車 令和元年度と同一のスキーム 

小型電動モビリティ 新規補助対象 

機器 
外部給電器 

令和元年度と同一のスキーム 

但し補助上限額を設定 

V2H充放電設備・設置工事費 新規補助対象 

     （注１）上記以外のクリーンエネルギー自動車※は、経産省公表資料では、令和２年度予算案

によるCEV補助事業での補助対象に盛り込まれております。 

※クリーンディーゼル自動車、（電動）原動機付自転車、（電動）側車付二輪自動車 

     （注２）AC100V 1.5kWコンセント（オプション装備設定も含む）もしくは外部給電器・V2H

充放電設備を経由して電力を取り出すことができる車両については、上記スキームで

算出された補助金交付額に一律で2万円の増額を行います。 

（注３）外部給電器・V2H充放電設備については、地方自治体、法人（法人格を持たない団体

等を含む）の申請に限ります。 

２．今後の日程（予定） 

 ○補助金申請受付開始時期 

・車両及び外部給電器…３月１３日を予定 

・V2H充放電設備・設置工事費…未定（確定次第ご連絡します） 

 ○補助金申請対象となる車両登録日は、令和2年2月22日以降の登録車とする方向で検討中。 

以上 


